
 

                                                                
 

 

 

 

梅雨らしい雨空の下、子どもたちの色とりどりの傘がアジサイのように花開く季節となりま
した。職員室の上からは、低学年の元気な歌声が聞こえてきて、湿りがちな気分を吹き飛ばし
てくれます。 
 さて、先日、四年生と一緒に宿泊体験学習に「愛川ふれあいの村」に行きました。豊かな自
然の中、いたるところに紫の花が咲いています。ノアザミです。とげのついた葉をしっかりと
周囲に延ばして、すっと立ち上がり紫の花をつけるその姿は、健やかに育っているあざみの第
一小の子どもたちの様子と重なるものが感じられます。 
 この「アザミ」ですが、日本各地に自生しており、その根は「山ゴボウ」としてみそ漬けな
どの加工食品でも売られているような、身近な植物です。昭和の時代には園芸種として広く愛
されてきました。当時様々な改良が進められ、日本だけで百種ほどあると言われています。し
かし、トゲが多く、触るとものすごく痛い思いをします。私も愛川のアザミに興味本位で手を
出したところ、あまりの痛さに思わず声を上げてしまいました。このトゲは動物から身を守る
ために植物が編み出した知恵であり、実際にシカなどはアザミを食べないと言われています。
トゲのおかげでバイキングの侵攻を防ぐことができたスコットランドでは、アザミは国花とさ
れていて、紋章や意匠として様々なものを見ることができます。 
 外敵から身を守るのがトゲの役割の第一とするなら、第二の役割は、暑さをしのぐためでは
ないかと言われています。葉や茎から無数のトゲを出すことにより、車のラジエーターのよう
に表面積が大きくなり、風に逆らうことなく効率よく体を冷やすことができます。 
 そして第三の役割は、より高いところに生長していくための足がかりになるということで
す。植物は太陽の光が大好き。その光を求めるために、周りにトゲを引っかけながらより高い
方向へ登っていきます。トゲはいわばピッケルのようなものです。 

さて、子どもたちも普段の生活の中で、刺々しい態度を示すことが多々あります。それらは
言葉や態度、表情、様々な形で表出し、周りの友だちや家族、さらに自分自身をも傷つけてし
まいます。複雑に絡み合ってしまうと、トゲのせいで、ほどくことも難しく、ちぎれてしまう
こともあります。 

すべてのトゲを切ってしまえば、絡んだものも簡単にほどけ、見た目もすっきりとすること
ができるのかもしれません。実際にそのようなことも必要になる場合もあります。しかしそれ
はあくまでも対処療法であり、しばらくするとまたトゲが出てきて、さらに複雑に絡み傷つけ
あってしまう可能性もあります。 

まず大切なことは、なぜ子どもたちがそのような態度、行動をとってしまうのか、状況を見
極めることです。何か現状に不満があるのか、それともうまく気持ちを表現できないのか、さ
らには成長途中で必要な葛藤なのか、その状況を把握しなければなりません。不必要なトゲは
丸め、成長に必要なトゲは残しておく、このように子どもの将来を見据えて、育ちのデザイン
を考えていくためには、いろいろな角度からの評価が必要です。様々な視点、立場の大人が、
お互いの総意の下、子どもたちの様子を見極めることが大切です。 

伸びゆく子どもたちを野に咲くアザミのようにたくましく育てるために、学校、保護者、地
域の皆様がいろいろな視点で子どもたちを見ていかなければなりません。子どもたちを真ん中
に据えて、三者が一体となって教育活動を進めていくことができるよう、これからもご支援の
ほど、よろしくお願いいたします。 

副校長  澤 勉 
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